
1　人

1　ねらい
l

;　人と人とのかかわりを通して,自分自身を見つめ,人間としてともによりよく生きよう

!とする子どもを育てる。

2　学習を構成する上での基本的な考え方

(1)学習内容の設定にあたって

子どもたちのおかれている状況や将来の社会変化を考慮したとき,「人間」領域で取り組む学習内

容は多岐にわたる。本校では,全体を「自分自身を見つめる場」と「他者とのかかわりの中で学ぶ

場」の2つの側面からとらえ,学習内容を設定した。

「自分自身を見つめる場」では,命の尊厳や

人間の成長そのものについてさまざまな学習が

求められる。また「他者とのかかわりの中で学

ぶ場」では,子どもの基盤である家庭から,友人・

学校・地域といった「身近な場」,さらには「国

際的な視野」へと広がる幅のある学習活動が考

えられる。

そこで,「人間」領域では,まず本校の子ども

たちの実態からスタートした。本校は校区が広

いため,自分の身近な地域の友達と一緒に遊ん

だり,活動したりする機会が少なくなりがちで

ある。また,遊び方を見ても,ゲーム機を使う

ひとり遊びが多く,集団で遊ぶ姿があまり見ら

れなくなってきている。しかし,放課後少しでも残って一緒に遊ぼうと誘い合う姿から,友達とふ

れ合いたい,かかわり合いたいという気持ちが強く伝わってくる。

このような子どもたちの実態をもとに,身近な人とのかかわりの中で学ぶことのできる学習を考

えてきた。このかかわり合いの中で,自分自身を見つめ,命の尊厳を感じ,生きている実感や成長

の喜びを味わうことができるようにしていきたいと考えている。
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(2)学習活動で大切にしたいこと

学習の中で,子どもたちが,幅広い年齢層の人々の様々な興味の持ち方・考え方・思いなどに触

れ,その生き方・生き様を感じとることができるようにしていきたい。またそこで,自分自身の自

立・成長を自ら実感できるようにしていきたい。そのためには,お互いの思いを出し合い,自分ら

しさが発揮できる,できるだけ自然なかかわりが必要である。自然なかかわりの中では,活動の楽

しさを味わい,活動に没頭しながら,自分を出し合い,ぶつかり合い,認め合う姿が見られる。こ

の活動の繰り返しから,自分自身を振り返り,自分やお互いのよさに気づき,認め合うことで,自

分のよさを伸ばしていこうとする子どもを育てていきたい。

そこで本校では,人と人との自然なかかわりが生まれる場として,日常的な「遊び」の要素を取

り入れた活動を重視していきたい。また,より多くの友だちや幅広い人々と自然にかかわることの

できる場として,学級・学年間を越えた行事を重視していきたい。本年度も,振り返りにより,自

分を見つめることを大切にしながら,次のような活動に取り組んでいくこととする。
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